
 
  
 
 
 

『安全･安心なまちづくりを 

目指して』まとまる 
上記のタイトルで、昨年 8 月に行われた

「第 1回ふくい防災マップコンテスト」の報

告書が今 3月にまとめられた。 

発行主体は、福井県防災士会とふくい防災

マップコンテスト委員会である。本文 41 ペ

ージ、資料編 17 ページからなり、北陸建設

弘済会の助成課題｢安全･安心な地域づくり

のための防災マップづくりに関するノウハ

ウの集積｣に応えるものである。 

本文は、はじめに、本書の発行にあたって、

経緯に続いて、コンテストの全容があり、ア

ンケート･ヒアリング･意見交換会、さらに成

果と課題と今後の方向性についてから構成

されている。 

今後この報告書を参加団体、委員各位関係、

公共機関(高等教育機関、行政、県内図書館)

などに配布することで、防災マップの作成の

ノウハウの広報･啓発に寄与するとともに、

地域防災力の向上に資するものになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲『安全･安心なまちづくりを目指して』表紙  

防災副読本への協力   

県内の小学校高学年対象に配布される防

災副読本｢ふくいけんの自然災害～いのちを

まもるために｣(第 1 版平成 21 年 12 月作成)

の発行にあたって、協力依頼を受けた。 

福井県土木部と(財)福井県建設技術公社

による発行で、そのあとがきに｢いつ起こる

かわからない自然災害に対して、未来を担う

子供たちに日ごろからの備えの大切さを感

じ取ってもらうために･･･(中略)･･･｣避ける

ことのできない自然災害に対して、防災意識

の高まることを願います」とあり、町内会･

自治会、自主防災組織などの大人向けの活動

に加えていくべきものと考える。 

福井ぼうさいの仲間 ＃07 

氏名 井ノ口麻子（いのくち あさこ）（42） 

職業・勤務先 読売新聞福井支局 

防災士になるきっかけは？  

災害ボランティアＮＰＯで活動をしていて、

基礎的な知識を固めたいと思ったので。 

防災士になってよかった事と思うことは？  

活動や会報を通して、防災について考えて行

動している人がたくさんいることを知 
ること。とても心強く感じ、刺激になります。 

防災士として、今後取り組んでみたいことは？ 

防災という思いでつながった会員のネット

ワークを大切にし、いざという時に力になる会

になるように手伝いたいと思っています。 

防災士以外であなたの「得意なこと」や「日頃

がんばっていること」は？ 

環境や男女共同参画のＮＰＯにも参加して

います。仕事でも防災をテーマにしてい 
るので、機会をとらえて勉強し、アウトプット

を重ねていきたいと思っています。

 
日本防災士会福井県支部

2010.3.28 
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福井市災害ボランティアセンター連絡会に正式参加 
2010 年 3 月 1 日に、福井市市民福祉会館で福井市災害ボランティアセンター連絡会が正式

に発足し、県防災士会も参加することになった。 

大規模な災害が発生した場合、ボランティア活動を円滑に進めるために、事務局を同

市市民協働･国際室が担い、ふくい災害ボランティアネット、福井市社会福祉協議会、福

井市ボランティア連絡協議会、福井青年会議所とともに、福井県防災士会もその構成団

体として加わった。今後構成団体それぞれの活動領域の確認や役割分担を始め、連絡方

法の確立と整備などを具体的な行動指針として進めることになった。 

6 月 27 日（日)に酒生小学校をメイン会場として福井市総合防災訓練が開催される予定

で、そのとき福井県防災士会も連絡会の一員として参加の要請がある。 

現段階では訓練当日の午前数時間の模擬訓練の目的･手法等について 5 月 25 日（火）

に関連団体によるワークショップを行って、訓練当日の具体的なタイムスケジュールを

作り上げる予定をしている。 

 

福井県防災士会の来年度の予定 

昨年度からの継続事業として、ふくい防災

マップコンテストを開催する。 

昨年は会場を福井市 AOSSA であったが、今

後数年間で県内各地において開催するとい

う当初の方針に従い、募集対象は従前と同様

に県内全域として、今年は丹南地域（丹案 2

市 3町）に会場を変えて開催する予定である。 

3 月 12 日に事前打ち合せ会が福井高専で

開かれ、粗粗の案では開催日は 10 月 17 日、

会場は、福井高専の予定である。 

 昨年と異なる点は、上記のほかに ①審査

委員と実行委員を分けること、 ②助成金な

どを多く見込まず、経費面でスリム化を図る

ことである。 

さらに③として、｢防災マップ作成講習会

(仮称)｣を福井高専環境都市工学科の公開講

座として、5 月 23 日（日）に開催し、以後

数回同内容で開催し、参加者が参加可能な日

を選択する工夫を行う。 

 

 

 

 

 

 また、鯖江市防災リーダー養成講座が 2 シ

リーズ（5～6 月、7～8月）、それぞれ日曜日

4回で開催される方向で準備作業が続けられ

ている。 

事務局が 1 年間変わります 

事務局が 4 月以降 1 年間に渡って辻

子裕二氏から辻野和彦氏(福井高専･環

境都市工学科)に変わる。 

 

編集後記 
もう暦は春近しですが、なかなかその足音が

聞こえてきません。いつになったら衣替えでき

るのやら・・・ 
さて、事務局の辻子さんには、大変お世話に

なり心から御礼申し上げます。新転任地でのご

活躍を期待しております。また、新事務局の辻

野さん、いろいろお手数をおかけすることも

多々あると思いますがよろしくお願い申し上

げます。（西端） 

編集担当 福井県防災士会 広報･啓発担当 
住   所 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

福井高専環境都市工学科内 
E メ ー ル bousaisi@fukui-nct.ac.jp  
Web サイト http://toshichan.be. fukui-nct.ac.jp/bousaisi/ 

県内の会員数 

（2010 年 2 月 28 日現在） 

福井県防災士会  045名 

日本防災士会  038名 

防 災 士  352名 


